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 【はじめに】 高次脳機能障害者等、認知機能の障害ある場合、自らの障害を認識でき
ず、自己の能力を過信するあるいは思ったことをそのまま話してしまい対人トラブルを
引き起こす等のコミュニケーションの問題がしばしばみられる。そのような高次脳機能
障害者の支援には、当事者自身が自己の能力や障害に気づき、さらに自己の持つ能力を
最大限に引き出し、障害がありながらも自らの人生に自信を持って歩み出せる…そのよ
うな支援が必要であると考える。そこで本研究は、従来の高次脳機能障害者の就労支援
の手段として効果が示されている集団訓練・心理教育の手法を用い、さらに「気づき」
を促すために「自分史作成」を加えたプログラムを作成・実施したのでここに報告する。 
【方法】本プログラムは高次脳機能障害者の自己啓発を促すことを目的に筆者が考案・
作成したものである。高次脳機能障害についての知識や対応についての心理的プログラ
ムと、自己の心身状態を確認する（既存の評価指標を使用する：POMS、WHO-QOL-26 な
ど）プログラムと、自分史作成の３つのプログラムから構成されている。自分史作成は
パワーポイントを用いて作成するものであり、最終日には希望者のみ発表を行った。  
対象者は、高次脳機能障害特化型の就労支援事業所を利用する高次脳機能障害者であ 
る。実施頻度は、月 2 回９０分、場所は事業所の作業室 1 室を使用し、スタッフは筆  
者（OTR）のほかに事業所のスタッフが 2 名ほどサポートとして加わった。本プログラ  
ムの評価指標として筆者の作成したプログラムの満足度に関するアンケートを最終回  
に実施、また自己効力感尺度（以下 GSES）を初回と最終回に行いプログラムの満足度  
について検証を行った。本研究は聖隷クリストファー大学倫理委員会の承認を得た。  
【結果】今回の参加者は 8 名であった。途中体調不良等により欠席したものもあったが、
全１１回概ねの参加が見られた。プログラムのセッション中は、質問や意見などもあり、
積極的に参加している様子が観察できた。自分史作成においても幼少時の友人との思い
で、中学高校の勉強のこと、そして事故や病気になった時の様子とその時の思い、家族
の思いなどを綴り、お互いの話を聞きながら進めていた。最終的に５名の方は自分史の
発表を行い、発表者からは「発表してとてもよかった。」「自分の振り返りが出来た。」「こ
のような機会があってうれしかった」「自分の半生を振り返ることが出来た」などの感
想が聞かれた。評価指標として用いた GSES においては点数にほとんど変化は見られな
かった。プログラムの満足度では５点中平均４点であり、また「このプログラムの継続
参加の希望」について尋ねた設問においては、７名が希望と答えた。 
【考察】今回、評価指標として用いた自己効力感尺度には変化は見られなかったものの、
プログラムへの満足度を訪ねたアンケートでは、参加者の高い満足度を得られる結果と
なった。また参加者の発言から 一定の効果があったと考える。今後の課題として、対
象者への「自己啓発」への影響を正確に捉えるために用いる評価指標の検討、またプロ
グラムの効果が実生活に与える影響等についての検証が必要である。それらを検討した
うえでまたプログラムの内容についてもより効果的なものとなるよう検討を加え、今後
につなげたいと考える。 
 
      
